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語棄の体系J I第 2 部単語とその意味J I第 3 部単語の文体的性質と意味J I第 4 部単語の文法的性質と意味Jの
4 部からなる。
第 1 部語嚢の体系








「第 3 章 専門語研究の視点」は，専門語とは何か，という規定から出発し，専門語の研究を抜きにしては現代語の
特徴が捉えられないこと，各分野の専門家との協力の中で言語研究者が果たすべき役割があることを述べている。
第 2 部単語とその意味





「第 2 章 単位語の認定」は，前章の議論をうけて，具体的に統計的な語嚢調査において設定すべき単位のありかた
を論じたものである。




「第 4 章 1 拍語形の不安定性」では，動詞の中止形の，シ形とシテ形というこつの形のうち， 1 拍の場合にはシ形
があまり用いられず，シテ形が優勢であることを，実際のデータから計量的な調査によって証明した。日本語では「こ
→こども，の→のはら J のように 1 拍の語形が引き伸ばされて長くなることがあるが，これもその 1 例であると述べ
る。
「第 5 章 意味の体系性」は，単語の意味が複雑な体系をなすことを説明している。特に重要なのは，音韻や文法
と違って単語の意味に上位・下位の関係がある点であるとする。









「第 2 章 動詞の意味と文体的性質jでは，文章語的な動詞の意味が大規模な現象，公的な現象，抽象的な現象など
にかたよることを実例に即して述べ，俗語的yなものは，あらい動作のニュアンスを帯びることを指摘した。
「第 3 章 名詞・形容詞の文体と意味J も，同様の事実を取り上げる。文章語の「草原j は日常語である「くさはら」
に比べて，より大規模なものを表し，文章語の「久しい」は日常語である「ながい」よりも，時間的な量が大である
ことが多い。また，このような現象が起こる根拠についての理論的な考察を試みている。
「第 4 章 日中同形語の文体差j は，日本語と中国語で，表記が同じで意味的にも近い〈日中同形語〉にも文体的特
徴は一致しないものがあることを指摘した。日本語の「学習」は「勉強」よりも改まったことばだが，中国語の「学
習J はまったくの日常語であることを指摘している。
「第 5 章 単語の文体と意味一一英語・ドイツ語・中国語」は，単語の文体的価値と語嚢的意味とに一定の相関関係
があることが，日本語にかぎらず，一般言語学的に言えることを示すため，外国語の実例を挙げたものである。
第 4 部単語の文法的性質と意味




「第 2 章 「ドアをあけたがあかなかった JJ は，動詞の意味内容に結果性がどの程度含まれるかを調べたものであ
る。「太郎は二郎を殺したが二郎は死ななかったJ という文は不自然だが， rすいかを冷やしたがよく冷えなかった」
という文はなりたつ。つまり， r ころすJ は動作の結果まで含んでおり， rひやすJ は，そこまでは意味していない，
ことを明らかにした。
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「第 4 章 格支配の量的側面」は，動詞の格支配を統計的に実際の用例について調べたものである。移動動詞の中で
も，出発の「ーから」にかたよるか，到着の「 に j にかたよるかは，動詞によって決まっている。「東京へ汽車で行
く j のように，ある動詞が 2 つの格を支配する場合，その 2 つの格のあいだには，共存しやすいものと反発しやすい
もの，および無関係なものがある。この関係についても調査し，さらに，このような統計的調査が，文法研究にとっ
てどのような意味をもつか，についても論じた。
「第 5 章 移動動詞と格・前置詞一一ヨーロツパ語との比較J は，前章と同じことを英語・ドイツ語・フランス語に
ついて調べたものである。日本語の格助詞による表現に対応するものは，ヨーロッパ語では，格語尾と前置詞であり，
それらと動詞との結びつきのかたよりを統計的に示している。
「第 6 章 形容詞の語形と用法」は，語による用法のかたよりを示したものである。形容詞によっては，終止法・連
体法・連用法のどれかにかたよっていることがある。「くろい・あかい・しろいj など色をあらわす形容詞は，連体法
に集中し，一方， Iかたい・はやい・つよいJ など，動作に関係したものは，連用法がよく使われることを示した。
「第 7 章 情態副調と陳述J は，陳述副詞とつながる側面について，情態副詞の用法を考察したものである。命令形
と共存しないのは，一般に陳述副詞の特徴である。しかし，情態副詞の中にも，このような呼応関係を示すものがあ
る。たとえば， Iおもわず」とか「けろりと J，あるいは「しみじみJ I無邪気にj などは，命令の形とは共存しない。
「偶然j とか「ひとりでにJ などという，意志を越えた現象と関わる副詞もそうであることを述べた。
「第 8 章 カカリの位置J は，語順の傾向を調べたものである。日本語の語順は，述語が文の最後にくる以外は，一
般に自由だとされる。しかし，主語・目的語・修飾語などの位置は，その文法的な役割によって，ある程度まで習慣
的に決まっている。だいたい， I時>所>主体>ょうす，対象>結果」という順序である，ことを明らかにした。












































る」はく現在〉のみ，それに対して， í実在する」は， í過去に実在したJ í現在実在する J í将来実在するだろう j と
いうふうに，どのテンスでも使われる，といった指摘や，動詞の格支配についての共起の程度性・量的なあり方に対
する調査は，その一つである。
さらに，感心させられる点に，目配り・視点・問題意識の広さがある。専門語を位相論の対象に固定化する傾向に
ある従来の扱いを批判し，専門語の増加を，近代における新しい知識・情報をその言語が担いうるか否かといった言
語の近代化に関わる問題，さらに，専門語の発達を分業の発達の結果として捉えている。正しい扱い方であろう。
さらに，理論的であるとともに，現実的・技術的な問題をも無視しない，無理な抽象化・理論化は行わない，とい
った論者の言語研究に対する基本姿勢には，大いに共感を覚える。研究に対する柔軟かつ実際的な論者の姿勢の現れ
であり，このような態度が，語棄のような大規模な現象を取り扱うにあたって，妥当性・現実性の高い優れた論の展
開を可能にしている。「本質を無視して現象だけをおう言語学が無内容であるのと逆に，実用上のこまかい問題を無視
する言語学は無力である J í理論的にすっきりしても，このような実際のようすを，説明できなければ，なんにもなら
ない。まず，この現象を忠実に記述すべきである」といった，基本姿勢のもと，単語をめぐる諸現象が，本論におい
て内実豊かに分析・記述されている。
また， ドイツ語やロシア語など海外の研究文献が，本論には多くヲ|かれている。これは，日本語を専門にする研究
者には珍しいことであり，論者の知見の広さを示しているものである。
長年にわたる研究の成果であることもあって，論述に重なりがないわけではない。しかし，このような点は，本論
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全体の価値を損なうものではない。本論文が，単語の持つ諸側面を内実豊かに分析・記述し，日本語の語葉体系を明
らかにすることを通して，語藁論および文法論の研究の前進に果たした役割は，極めて大きい。本審査委員会は，本
論文を博士(文学)の学位に十分ふさわしい価値を有するものと認定する。
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